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人間科学研究科－臨床心理学専攻（修士課程）

准教授　鍛冶　美幸
専門領域  思春期・青年期臨床、学校臨床

ダンスセラピー、マインドフルネスを中心とした身体的アプローチ
芸術療法、力動的集団精神療法

研究内容

教授　池田　暁史
専門領域  精神分析、精神医学

研究内容
　精神分析と精神医学に関する臨床研究。フロイト研究、英国対
象関係論、メンタライゼーション理論、パーソナリティの発達論、
精神分析の治療機序、アタッチメントと精神分析、パーソナリティ
障害の臨床研究、精神障害の治療論、青年期精神医学など。

教授　石橋　昭良
専門領域  犯罪心理学、非行臨床

研究内容
①非行少年及び家族等への臨床心理学的援助
②非行・犯罪や問題行動のリスク要因に関する研究
③犯罪予防の視点から非行防止・被害防止プログラムの開発

教授　岡田　斉
専門領域  知覚・認知心理学

研究内容
　認知心理学観点から実験、調査等の実証的方法を用いて研究
を進めている。最近の研究課題は、夢想起頻度の個人差、健常
者における空耳や幻聴様体験実態把握と聴覚的イメージとの関
連性の検討などが主な内容である。

教授　幸田　達郎
専門領域  産業・組織心理学、組織行動、経営管理、組織変革

研究内容
　人事制度と心理・行動、組織内および組織間の協力、企業研修、
リーダーシップ、就労女性の育児と能力開発。特に企業・組織
における人事・業績評価制度、組織形態、企業環境や組織環境
が成員の心理に及ばす影響。組織内の問題。

教授　小林　孝雄
専門領域 クライアント中心療法、パーソンセンタード・アプローチ、

カウンセリング、臨床心理学
研究内容

教授　田中　志帆
専門領域   思春期・青年期の心理療法、精神分析的心理療法、

臨床心理学
研究内容

准教授　名尾　典子
専門領域 　 乳幼児～青年期の臨床心理学・心理療法、発達臨床

心理学、発達心理学
研究内容

① 乳幼児・児童・思春期・青年期の臨床心理学・発達心理学・心
理療法、芸術療法に関する事例研究及び基礎的研究

② 子育て世代の両親への援助及び子育て支援に関わるスタッフへ
のコンサルテーションに関する実践的研究

③ 統合保育・特別支援教育・施設などにおける障害児・者の心理と
援助、障害児・者の家族の障害認知・受容の過程に関する研究

教授　布柴　靖枝
専門領域  家族心理学、家族療法、統合的心理療法

研究内容
①家族関係・夫婦関係・きょうだい関係と心理的問題の関連
②多世代的視点から見た症状の意味と家族神話研究
③統合的家族療法・心理療法・コンサルテーション
④スーパービジョン研究
⑤ハラスメント防止・対応プログラム開発
⑥2030アジェンダ SDGsと心理・社会的支援

教授　谷島　弘仁
専門領域  学校心理学、コミュニティ心理学

研究内容
① 地域における効果的なエンパワーメントとアウトリーチに関す

る研究。
② 学校コンサルテーションに関する研究。
③ 教師バーンアウトに関する研究。

教授　吉田　悟
専門領域  認知行動療法の実践と研究
 感情問題の予防心理教育、コーチング心理学
研究内容

①認知行動療法の実践と研究
　 認知行動療法の中でも、特にREBT（Rational  Emotive 

Behavior Therapy）の理論・技法。
②認知行動療法による感情問題の予防心理教育。
③コーチング心理学
　 特に、認知行動コーチングの理論・技法。

■臨床心理学専攻修士課程研究指導者一覧

①ロジャーズ理論におけるセラピストの態度条件
②クライアント中心療法の技法
③セラピスト・フォーカシング、スーパーヴァイザー・フォーカシング
④思春期・青年期の発達促進的要因の臨床研究

①心理臨床における身体性の研究
②思春期・青年期を対象とした力動的心理療法の事例研究
③ダンスセラピーの実証的研究
④スクールカウンセリングにおけるカウンセラーの役割研究
⑤スーパーヴィジョン研究
⑥心理査定（ロールシャッハ法）研究

①思春期・青年期・成人の精神分析的心理療法
②対象関係論に基づく子どものプレイセラピー
③動的学校画・臨床描画法の基礎研究
④摂食障害傾向と親子関係，情動統制に関する研究
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人間科学研究科－臨床心理学専攻（修士課程）
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授業科目の名称 担当者 授業科目設定のねらいと概要

臨床心理学特論I 鍛冶　美幸 　臨床心理学的援助を実践するための共通の基盤となる障害論及びその援助方法に
ついて学ぶ。特に臨床実践において心理療法、心理査定の対象となるクライエント
について、DSM-5で採用されている主要な診断カテゴリーに分類し、その診断およ
び治療について必要な知識と理解を深め、臨床心理学的視点から検討を行う。授業
は各回ともあらかじめ対象となる診断を示し、担当となる受講者による報告をもと
にその特徴や代表的な援助方法を確認する。また事例を素材としたディスカッショ
ンを通して、アセスメントや治療のプロセスについて考察を深めることを目指す。

臨床心理学特論Ⅱ 三浦　文子 　この講義では、人間性心理学を中心とした代表的な理論家・実践家の生涯、理
論、方法について学ぶことを通して、心理臨床実践を行う上で必要な人間理解を深
めることを目指す。また、人間性心理学的アプローチの事例についても取り上げ、
ディスカッションを通して理論と実践をつないで習得することを目指す。

臨床心理面接特論Ⅰ
（心理支援に関する理論と実践）

田中　志帆 　対象関係論に基づく心理療法（カウンセリング）の面接の導入から終結までの一
連のプロセスについて学ぶ。治療プロセスで起こること、さまざま出会う課題に臨
機応変に対応するための基軸を育てることを目指す。実際の臨床実践においては、
自身の感性を研ぎ澄ましつつ、アセスメントをした上で治療の目的と契約の意味を
考慮し、対応することが求められる。さまざまな臨床場面でのロールプレイや精神
力動的定式化を実際に行いつつ、実践力を高める。

臨床心理面接特論Ⅱ 小林　孝雄 　対人援助法としての面接（カウンセリング、心理療法）について、クライアント
中心療法を軸にしつつ、認知行動療法や精神力動論、統合的心理療法などの代表的
アプローチにおいても基本となる態度・技法と理解のし方を学ぶ。ロールプレイな
どの体験学習を通じた、体験的理解を目指す。また、ケースの見立てや面接プロセ
スに関する考察ができるような理解の枠組みを身につけることも目的とする。

臨床心理査定演習Ⅰ
（心理的アセスメントに関する
理論と実践）

布柴　靖枝 　真にクライエントのためになる心理的アセスメントとは？という問題意識を持ち
つつ、クライエントが生きる内的・外的世界を理解し、全人的に「見立てる」こと
の意味や方法について学ぶ。特に本講座では、バウムテスト、HTPPテスト、風景
構成法などの描画法を中心に演習を通して学ぶ機会とする。

臨床心理査定演習Ⅱ 担当者未定

臨床心理基礎実習 名尾　典子
田中　志帆

　前半では、アイビイのマイクロ・カウンセリングのビデオの視聴・解説・ロール
プレイを通して、臨床心理面接の基礎的技法を体験的に習得する。中間では、面接
のプロセス（インテーク面接、面接初期・中期の問題、終結）、記録のとり方、事
例報告の形式、倫理を学習する。後半では、本格的な面接に移行する際の中間的な
面接訓練法として、試行カウンセリングを行い、事例検討会を通して、事例の見立
てやケース・マネジメントについて体験的に習得する。

臨床心理実習Ⅰ
（心理実践実習１～６）

布柴　靖枝
他７名　　

　学外および学内の実習を通して、被支援者の見立てと支援の方法を多職種連携も含
めて実践的に学ぶ。学外実習は、医療分野を必須に三分野以上で実習を行い、学内実
習は、付属臨床相談研究所で、個人面接、プレイセラピー、夫婦・家族面接、心理検
査、インテーク陪席の面接実習を行う。そして、ケースカンファレンス・アフターカ
ンファレンス・個人およびグループスーパーヴィジョンをあわせて受けることで倫理
的配慮や知識と技能を総合的に学ぶ。尚、公認心理師は450時間以上（臨床心理士
のみは90時間以上）の実習を行う。

臨床心理実習Ⅱ 石橋　昭良
他３名　　

　大学院付属臨床相談研究所において担当したケースについて、臨床心理士の教員に
よる通年の個別スーパーヴィジョンを受けることにより、クライエントに対する基本
的態度の習得、事例に対する理解と見立て、知識・技能などについて実践的に学ぶ。
また、臨床心理士の教員が担当するインテーク面接の陪席をすることにより、技法の
実践的な活用、クライエントに応じた工夫、面接の展開などについて観察をしながら
体験的に学ぶ。

心理学研究法特論 岡田　　斉 　心理学研究を行うに当たって必要な方法論の再確認とより深い理解がこの授業の目
的である。心理学者が陥りやすいとされる盲点について講じることから出発し、最近
話題となっている心理学研究法などを幅広く話題として取り上げ検討・討論する。

臨床心理学研究法演習 2020年度非開講

教育心理学特論
（教育分野に関する理論と支援
の展開）

谷島　弘仁 　学校をはじめとする教育分野においては、問題を抱えた児童生徒への当事者支援
だけではなく、保護者、教師、学校組織、教育委員会等への関係者支援が求められ
る。また、医療機関や児童相談所等へのリファーが必要となることもあり、コー
ディネーターとしての役割を求められることも多い。そのため、授業においては、
以下の点を目的として演習を取り入れながら講義を行う。①学校や教育委員会の役
割と機能について理解する。②適応指導教室や教育センター、フリースクール等の
機能と現状について理解する。③教育分野において必要とされるアセスメントや介
入の理論と方法について理解する。④関係者支援を行う上で必要とされるコンサル
テーション、コラボレーション、コーディネーションの理論と方法について理解
し、習得する。

■臨床心理学専攻修士課程授業科目の概要
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授業科目の名称 担当者 授業科目設定のねらいと概要

心の健康教育に関する理論と
支援の展開

吉田　　悟 　2012年の世界精神保健デーにおいて、うつ病は最重要課題として取り上げられ
た。うつ病は2004年の世界疾病負担で第3位となっているが、2030年には第1位
になると予測されている。このことは、世界中の国々において、うつ病を含む感情
問題が、精神保健領域のみならず、健康領域全般における最重要問題となりつつあ
ることを意味する。そして、感情問題の予防と治療には、従来から、うつ病を含む
感情問題全般にエビデンスがある認知行動療法の活用が重要と考えられてきた。そ
こで、本授業では、感情問題の予防について、特に認知行動療法に基づく心理教育
に焦点をあてて論じる。

人格心理学特論 田中　志帆 　本講義では、①精神分析理論をベースにした人格理解、アセスメントを行うこと
ができるような知識の習得を目指す。②分離体験をする幼児観察のVTRから、対象
関係論的視点で、人格の成り立ちや子どもの心の変容を理解する。③心理検査から
その人となりを理解する。④パトグラフィー（病跡学）を試みる、といった内容に
よって臨床心理実践におけるパーソナリティ理解の力を高めることを目指す。

イメージ心理学特論 岡田　　斉 　イメージは認知、発達、臨床など臨床心理学に関わる主要な領域において欠くこ
とのできない心的な現象である。この授業ではイメージに関する心理学的研究の流
れと研究方法を知ることを主たる目的とし、さらに、その応用としての心理療法や
心理テストなどを視野に入れて文献だけでなく実際に体験しながら理解を深めてい
くことを目指す。

犯罪心理学特論
（司法・犯罪分野に関する理論
と支援の展開）

石橋　昭良 　犯罪心理学領域における非行臨床を取り上げる。非行臨床は、非行少年の更生を
目的とした心理臨床的援助であり臨床心理学のほか発達、教育、精神医学など人間
科学の諸領域の方法を用いて実践されている。
　非行臨床におけるケースへの援助は、緊急の介入、ケースワークの視点、チーム
対応など他の臨床領域とは異なった視点や対応が求められる。
　本授業では、非行をとらえる視点や援助活動における基本的枠組みを習得し、非
行事例の心理アセスメントと継続的な援助のあり方について理解を深める。

産業・労働分野に関する理論
と支援の展開

幸田　達郎 　産業・労働分野の理論（経営学の基本と産業・組織心理学）および労働分野特有
の問題点を考える。
　産業場面で発生する心理的問題の前提となる企業の論理を検討するとともに、
キャリアと能力開発といった問題についても考えていく。
　問題が発生する背景を考え、後半では、ケース・スタディ形式でディスカッション
を行う。

家族心理学特論
（家族関係・集団・地域社会に
おける心理支援に関する理論
と実践）

布柴　靖枝 　本講では、家族心理学、集団心理学の視点から、システム論を基礎とした家族・
集団・地域社会における関係性に焦点を当てた心理支援のありかたについて学ぶ。
また、現代社会における家族・社会問題にも注目し、家族のライフサイクル、ジェ
ンダー、多文化という視点も包括した支援の在り方についても学ぶ。

人間関係と法 花本　広志 　法は社会で生じた紛争を解決する規範（ルール）である。また、人々の行動の指針
となることもある。その意味で、法は人間関係を反映しているといってよい。この授
業では、契約関係と法、夫婦関係と法、親子関係と法、高齢者と法、裁判員裁判など
の法的紛争事例について検討することを通じて、法が人間関係をどのようなものと捉
え、どのようなものとしてそれを実現しようとしているのか、人間関係という視点か
ら、「法とは何か」について、受講者と一緒に考えてみたい。

精神医学特論
（保健医療分野に関する理論
と支援の展開）

池田　暁史 　この授業では、特に医療現場で心理専門職として働くことを考えている人たちに
最低限知っておいて欲しい精神医学の知識を習得することを目指す。医師や患者を
相手に働くということは、それなりの医学的知識が必要になるということを意味す
る。この授業では、精神医学の歴史、診断学、症状学、治療学といった総論から、
気分障害や総合失調症など代表的な精神疾患の各論まで、誰からも後ろ指をさされ
なくてすむレベルの精神医学的知識を系統的に学習する。

福祉分野に関する理論と支援
の展開

岡田　　斉 　福祉分野における公認心理師の実践について理解することがこの授業のねらいで
ある。社会福祉の領域を簡単に概観した後に、発達障がい、障がい児者、高齢者、
虐待、DV、等のケースに公認心理師としてどうかかわるか、事例論文等をとりあげ
演習形式で受講者とディスカッションをしながら読み理解を深めていく予定である。

異常心理学特論 2020年度非開講

　困難や苦悩を抱えている人に対してその人のこころに寄り添って共感したり、より良く生きるための環
境を作るきっかけを提供したりすることが臨床心理士のできること、そして役割だと思います。私は、人
のこころを理解しようとするにはまず自分のことを理解し、成長することが必要だと考えています。文教
大学大学院では人のこころに寄り添い共感できるようになるためだけでなく、自分自身としっかり向き合
うことができる貴重な環境が整っています。 この場所で知識や経験を積んでいくとともに、心理士として、
そして人としての感性を磨いていていき、人のこころに寄り添える心理士になりたいと思っています。

人間科学研究科　臨床心理学専攻修士課程 2 年
飯塚　文香 さん

人のこころに寄り添うために

人間科学研究科－臨床心理学専攻（修士課程）
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授業科目の名称 担当者 授業科目設定のねらいと概要

神経心理学特論 仁木　千晴 　神経心理学の神経とは、脳のことである。脳が損傷された時にどのような精神症
状が現れるのか、認知、記憶、遂行機能、視知覚、感情など、その働きごとに実際
に症例を取り上げ、人の心の働きについて学んでいく。
　基本的な脳の解剖学的知識から実際の臨床における脳画像の見方、及び症状の見
方について学び、最終的には症例が示す精神症状について、自ら見立てる力を養っ
ていく。また、すべての心のプロセスと関連する脳部位が明らかになっている訳で
はない。これらを明らかにすべく研究への発展へと繋げることができる考え方につ
いても学んでいきたい。

遊戯療法特論 名尾　典子 　本授業では、子どもの心理療法および親面接についての理論を学び、実践に役立
つ技法を身につけることを目的とする。子どもの心理療法として代表的な遊戯療法
や関連する心理療法（箱庭療法・芸術療法他）や親面接の理論と技法をロールプレ
イや体験学習、事例の検討などを通して体得する。そのため、受講者には、子ども
や子育てを巡る社会問題等についても自主的に学び考える姿勢を持つとともに授業
には積極的に参加する態度が求められる。

精神分析特論 2020年度非開講

家族療法特論 布柴　靖枝 　家族療法の基礎理論となる家族システム理論、および家族療法各学派の理論を学
び、家族の構造、機能、発達面のアセスメントをして家族全体を支援する家族療法
の実際について学ぶ。ロールプレイなどの実習も多く取り入れ、理論と実践を統合
的に習得することを目的とする。

認知行動療法特論 小原　千郷 　認知行動療法は、ものごとの捉え方（認知）や行動に変化を促すことで、気分や
身体症状を改善し、日常生活への適応を改善する心理療法である。実際の臨床で
は、ただ「認知」を変えるのではなく、クライエントの現実の問題を解決し、適応
を高めるための戦略的な支援が必要とされる。
　本授業では、ロールプレイ・個人ワーク・ディスカッション・グループ発表を随
時取り入れ、認知行動療法の知識と技法を実践的に学ぶ。

心理療法特論 2020年度非開講

　私は昔から人に興味がありました。動物園や水族館に行ったとしても、動物や魚ではなく、それを見る
友達などを見ているほうが断然楽しいと感じていました。それから将来を考えたときに、心理学を学んで
人々の支援をしていきたいと考えるようになりました。文教大学大学院では、多種多様な専門分野から臨
床心理学に関連する幅広い知識を得ることができると考えています。また、様々な実習や、豊富な臨床経
験をお持ちの先生方からの実習指導を通して、臨床家として必須の実践的なスキルを身につける機会もた
くさんあります。これらの体験・経験を活かして、人間にしかできない仕事をしたいと考えています。

人間科学研究科　臨床心理学専攻修士課程 2 年
伊藤　裕吾 さん

人間にしか、できないこと

人間科学研究科－臨床心理学専攻（修士課程）
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